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編集後記を書いている本日，東京はかなりの勢いで
雪が舞っております。昨日は今年の最高気温を記録し
ているので，その目まぐるしい寒暖差が身体に応えま
す。今年の桜は誰にも見てもらえず，また雪にさらさ
れてまさに哀れでなりません。ここ 2回の本誌の編
集後記を読みますと，コロナの話題に触れています。
はじめはコロナの発症の話題，そして次に研究会等の
中止，本号発刊時に至っては，ウイルスはさらに猛威
をふるい，社会への影響も甚大で，オリンピック延
期，多くの大学で新学期は 5月からという事態にま
で発展しました。著名人も感染し，次は自分ではない
かという恐怖，そして感染したら周りにどれだけの迷
惑をかけるか恐ろしいものです。もう先生方もコロナ
はたくさん，コロナ鬱，自粛疲れがそろそろピークに
達しておられるのではないでしょうか。

さて，本号の特集は緑内障です。私が研修医のころ
には眼圧を測定し，乳頭を観察し，視野を確認し，と
きに旧式のトノメータで震える手を抑えながら計測を
行い，診断がつけばピロカルピン点眼治療を行ってお
りました。眼科では白内障・屈折矯正手術，網膜硝子
体手術とその進歩は目を見張るものがありますが，緑
内障分野の進歩も素晴らしいものがあります。それは
疫学調査に始まり，OCTを中心とした診断技術の進
歩，そして治療の選択肢の多様さにあります。私のよ
うな専門外のものには，聞いたことがある程度のもの
もあり，本号を読み，とても勉強になりました。
さて，本項を書いている中，外の雪が積もりはじめ

ています。明日の仕事に行けるか不安を覚えますが，
この雪と同様にコロナも溶けてなくなってほしいもの
です。� （石川　均・記）
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